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世
を
あ
げ
て
デ
ジ
タ
ル
時
代
、
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
の
日
常
的
な
利
用
は
、

も
は
や
避
け
る
こ
と
も
難
し
い
。
デ
ジ

タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
か
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
い
う
試
み
も
な
さ
れ
、
図
書
館

で
も
本
の
検
索
は
パ
ソ
コ
ン
が
標
準
だ
し
、

貴
重
本
を
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
、
と
い
っ
た
事
業
も
推

進
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
、
多
様
な

可
能
性
を
追
求
し
た
ら
よ
い
し
、
大
学
で
も

実
行
し
始
め
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
で
あ
る
。
す
べ
て
が
デ
ジ
タ
ル

な
も
の
に
流
さ
れ
て
い
く
と
、
こ
れ
は
大
問

題
で
あ
る
。
実
物
だ
け
が
持
つ
こ
と
の
で
き

る
力
も
質
量
感
も
見
失
っ
て
、
フ
ワ
フ
ワ
と

現
実
か
ら
浮
遊
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
そ

し
て
他
の
人
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
な
い
、
物
と
の
距
離
が
と
れ
ず
命
の

感
覚
す
ら
も
が
怪
し
く
な
る
、
そ
う
い
う

人
間
が
増
え
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
う
し

た
危
惧
へ
の
対
応
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
必
要
に
な
っ
て
い
る
。 

　
大
学
も
含
め
て
学
校
で
は
、
一
方
で
パ
ソ
コ

ン
を
使
い
こ
な
す
情
報
教
育
は
不
可
欠
だ
が
、

他
方
で
は
実
物
教
育
、
体
験
型
教
育
が
、

今
ま
で
以
上
に
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
本

に
触
れ
る
、
と
い
う
こ
と
も
、
実
は
こ
う
し

た
現
代
の
要
請
に
対
応
す
る
役
割
を
も
ち

始
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
幼

い
う
ち
か
ら
、
学
校
や
家
庭
で
、
絵
本
や
絵

入
り
の
事
典
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
お
話
、

と
い
っ
た
本
を
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
自

分
た
ち
で
め
く
る
楽
し
み
を
体
験
す
る
か
し

な
い
か
は
、
そ
の
子
た
ち
の
想
像
力
に
大
き

く
か
か
わ
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
社
会
の
将

来
を
も
左
右
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

　
公
共
図
書
館
は
、
小
さ
な
子
供
か
ら
大

人
ま
で
対
象
は
幅
広
く
、
扱
う
本
の
種
別

も
多
く
て
た
い
へ
ん
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
か

し
デ
ジ
タ
ル
時
代
だ
か
ら
こ
そ
期
待
し
た
い
。

地
域
社
会
や
学
校
と
連
携
し
て
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
大
人
に
な
る
ま
で
、
本
に
接
す
る
機

会
、
と
く
に
美
し
い
素
敵
な
書
物
を
目
に
し
、

で
き
れ
ば
手
に
取
れ
る
機
会
を
、
さ
ま
ざ
ま

に
提
供
す
る
仕
掛
け
を
作
っ
て
ほ
し
い
。 

昭
和
２１
年
東
京
生
。
東
京
大
学
大
学

院
（
西
洋
史
学
）、
東
京
大
学
文
学

部
助
手
な
ど
を
経
て
学
習
院
大
学
文

学
部
教
授
、
昨
年
１１
月
よ
り
同
大
学

長
。
ほ
か
に
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員

会
委
員
な
ど
。
主
要
著
書
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
近
代
の
社
会
史
』『
歴
史
学
入
門
』

（
い
ず
れ
も
岩
波
書
店
）
等
。 

「
蘇
峰
と
湛
山
」 

豊
島
区
図
書
館
行
政
政
策
顧
問 

粕
谷
　
一
希 

 

　
徳
富
蘇
峰
も
石
橋
湛
山
も
言
論
人
で
あ

る
と
同
時
に
経
世
家
で
あ
り
歴
史
家
で
あ
っ
た
。

二
人
の
意
見
は
百
八
十
度
違
う
。
大
日
本

帝
国
は
蘇
峰
の
意
見
と
等
し
く
歩
ん
で
破
局

を
迎
え
た
。
石
橋
湛
山
の
意
見
は
民
間
で
も

少
数
派
で
あ
り
、
そ
の
意
見
は
戦
後
に
な
っ
て

陽
の
目
を
見
た
。
「
満
州
な
ど
は
植
民
地
と

し
て
お
荷
物
で
あ
る
か
ら
放
棄
し
た
方
が
よ
い
。」

と
早
く
か
ら
湛
山
は
言
い
続
け
た
。 

　
蘇
峰
は
民
友
社
と
い
う
結
社
を
つ
く
り
多

く
の
仲
間
が
い
た
。
竹
越
三
叉
が
有
名
だ
が
、

の
ち
に
日
銀
総
裁
に
な
っ
た
深
井
英
五
も
同

人
で
あ
る
。
高
橋
是
清
に
仕
え
て
言
論
人
が

銀
行
家
に
な
っ
た
。
湛
山
も
早
稲
田
の
仲
間

た
ち
と
二
七
会
を
つ
く
り
嶋
中
雄
作
、
高
橋

亀
吉
、
小
汀
利
得
な
ど
、
在
野
の
自
由
主

義
を
貫
い
た
。
高
橋
亀
吉
は
財
政
史
家
と
し

て
第
一
人
者
で
あ
り
、
石
橋
、
高
橋
、
小

汀
な
ど
は
金
解
禁
反
対
で
大
蔵
省
と
対
立

を
し
な
が
ら
、
言
論
で
勝
っ
て
一
躍
有
名
に
な

っ
た
。 

　
だ
か
ら
、
歴
史
は
本
来
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
。
大
学
の
実
証
史
学
が
正

統
と
思
わ
れ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
も
大
学

に
根
を
下
ろ
し
た
。
そ
れ
は
事
の
一
面
で
あ
り
、

硬
派
の
文
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
幅
広
く
存

在
し
た
し
、
歴
史
叙
述
は
こ
う
し
た
人
々
が

う
ま
い
。
そ
れ
は
頼
山
陽
以
来
の
伝
統
で
あ

ろ
う
。
司
馬
遼
太
郎
も
塩
野
七
生
も
こ
う

し
た
流
れ
の
中
に
あ
る
。 

　
石
橋
湛
山
の
自
由
主
義
は
、
吉
田
茂
の

自
由
主
義
、
河
合
栄
治
郎
の
自
由
主
義
よ

り
急
進
的
で
、
も
し
、
健
康
だ
っ
た
な
ら
首

相
と
し
て
ど
ん
な
政
策
を
実
現
し
た
か
、
面

白
い
命
題
で
あ
る
。 

　
M
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
は
坂
本
竜
馬
の
研
究
家
で

プ
リ
ン
ト
ン
大
学
教
授
、
占
領
軍
と
し
て
日

本
へ
来
て
蘇
峰
を
訪
問
し
た
。
八
十
歳
を
超

え
た
蘇
峰
は
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
元
気
で
、「
あ

な
た
方
ア
メ
リ
カ
人
が
日
本
を
滅
ぼ
し
た
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
が
直
接
、
ロ
シ
ア
と
対
峙
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。」
と
米
ソ
冷
戦
に
直
面
し
た
ア
メ

リ
カ
を
皮
肉
っ
た
と
い
う
。
蘇
峰
の
負
け
ん
気

も
学
ぶ
所
あ
り
、
と
い
う
べ
き
か
。 
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豊島区立中央図書館報 

豊島区 

　豊島区では、文化政策との

一体性を確保し、情報発信拠

点としての図書館機能を高めて

いくため、今年度４月に組織改

正を行い、図書館に関する事務を区長部局において補助執行

することといたしました。昨年７月１６日にオープンした新中央

図書館は、今年の５月現在でも１日の入館者数の平均が３,００

０人を超えており、人気は衰えておりません。 

図書館経営協議会（仮称）の設置 
　こうした状況の中、豊島区の図書館行政における区民の参画を

推進し、透明性を確保するとともに、さらなる図書館サービスの向上

を図るために、豊島区図書館経営協議会（仮称）を設置することと

いたしました。 

　協議会は、学識経験者、教育委員会委員、小中学校長、利用

者など様 な々立場・経歴を持つ１２名以内からなる組織です。　 

　主な役割は、図書館サービスの成果及び達成度を明らかにし、

効率的かつ効果的な図書館の運営に資するため、図書館の経営

評価その他の図書館政策について、意見を述べ、又は提言を行う

ことです。 

委員の公募 
　図書館利用者の方を協議会委員として公募いたします。委員の

方には会議へご出席いただき、図書館政策について協議いただきま

す。詳細は下記募集要項をご覧ください。皆様からのお問合せ・ご

応募をお待ちしています。 

【募集要項】 
◆協議会の名称（仮称）　豊島区図書館経営協議会 

◆協議する事項　効率的かつ効果的な区立図書館の運営に資

する図書館の経営評価その他の図書館政策に関する事項 

◆委員の職務　年４回（予定）の会議に参加し、区の図書館

政策に関する事項について協議していただきます。会議は平

日の昼間又は夜間を予定しています。 

◆公募委員の人数　２人（委員総数は１２人以内） 

◆委員の任期　平成２０年１２月１日から平成２２年１１月３０日まで

（２年間） 

◆応募資格　次のすべてに該当する方①応募日現在、豊島区

立図書館の利用登録をしている満１８歳以上の区民の方②図

書館行政に関心があり、平日の昼間又は夜間に開催する会議

に継続して出席できる方（年４回の予定）③豊島区の他の審

議会などの委員でない方 

◆応募用紙　専用の応募用紙は、ホームページからダウンロード

できます。また、区役所分庁舎A館１階行政情報コーナー、中

央図書館・各地域図書館のメインカウンターにも用意してあります。 

◆受付期間・場所　平成２０年８月５日（火）から平成２０年８月

３１日（日）まで。応募用紙に必要事項を記入の上、中央図

書館管理グループまで、郵送またはメールしてください（必着）。

持参の場合は各図書館の開館時間内の受付となります。 

◆選考の方法等　委員の選考は、応募申込書の内容をもとに

行い、選考結果は、応募者全員に１１月末日までに書面にて

お知らせします。なお、応募が多数の場合は、応募申込書に

よる一次選考を経た後、課題式論文と面接による二次選考を

実施します。 

◆委員の報酬　条例に基づいて報酬を支給する予定です。 

　※交通費は支給しません。 

◆個人情報の取扱い　応募者の個人情報は、豊島区個人情報

保護条例に基づき厳重に管理し、目的以外の使用や本人の

承諾なしに第三者に開示、提供することはありません。 

◆問い合わせ・応募先　豊島区立中央図書館管理グループ 

　電話　０３－３９８３－７８６１～２ 
　Eメール  A００２７９００@city.toshima.lg.jp

そ  

ほ
う 

た
ん
ざ
ん 
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駒込図書館がお薦めする本  

「夏・夏休み・冒険の本」 
『武蔵野』（明治４４年） 
著者　国木田独歩 
発行　梁江堂書店 
当館三輪文庫より 

　有数の進学校である巣鴨中学校・高等学校は、全人格的教
育を目指す「硬教育」を実践する男子中高一貫教育の学園です。 

 

書　名　 

『スタンド・バイ・ミー　 
－恐怖の四季　秋冬編－』 
著者名　スティーヴン・キング／著 

　　　　山田順子／訳 

出版社　新潮社 

所蔵館　中央・駒込・巣鴨・池袋・千早 

 

　１９５０年代末のある夏、メーン州の小さな

町の出来事。４人の少年達は、近くの町で

行方不明になった子どもの死体が森にある

ことを知ります。死体を発見すれば英雄に

なれると考えた少年達は、線路づたいに２

日間の「死体探し」の旅に出ますが…。誰

もが経験する少年時代の小さな冒険と友情

を描いた、作者の半自伝的な作品です。 

　麦わら帽子を頭に、虫取りあみを握りしめ、「いってきまーす」と

飛び出した少年。田舎道を走って走って、たどり着いた先は……。

　ページいっぱいに広がる爽やかな絵から、少年の“なつのいちに

ち”を体感してみませんか？ 

生涯の一冊 
（6） 

「
武
　
蔵
　
野
」 

　
独
歩
の
『
武
蔵
野
』
を
初
め
て
読
ん
だ
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

独
歩
が
武
蔵
野
を
逍
遙
し
た
の
は
明
治
三
十
年
頃
。
私
が
知
っ
て
い
る

武
蔵
野
は
昭
和
二
十
年
代
。
そ
の
間
お
よ
そ
半
世
紀
を
隔
て
る
が
、
独

歩
の
描
い
た
武
蔵
野
の
雰
囲
気
は
当
時
ま
だ
其
処
此
処
に
色
濃
く
残
っ

て
い
た
。
小
学
校
の
半
ば
ま
で
を
武
蔵
野
の
雑
木
林
の
た
だ
中
で
過
ご

し
た
私
に
は
、
独
歩
の
描
く
武
蔵
野
の
美
し
さ
は
実
感
を
も
っ
て
理
解

で
き
た
。 

　
武
蔵
野
は
雑
木
林
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
武
蔵
野
の
雑
木
林
は

楢
が
中
心
で
あ
る
。
春
、
木
々
は
一
斉
に
芽
吹
く
。
柔
ら
か
く
風
に
揺

れ
る
楢
の
梢
に
、
初
夏
の
日
差
し
を
受
け
て
銀
緑
の
若
葉
が
光
り
輝
く

様
は
美
し
か
っ
た
。
木
漏
れ
日
が
落
ち
る
下
草
の
中
に
は
金
蘭
が
咲
き
、

運
が
よ
け
れ
ば
銀
蘭
を
見
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
玉
川
上
水
の
土
手
に
は

草
木
瓜
が
朱
色
の
花
を
付
け
た
。
そ
の
頃
、
上
水
は
今
よ
り
遙
か
に
勢
い
よ

く
流
れ
て
い
た
。 

　
武
蔵
野
は
、
雑
木
林
と
野
原
と
畑
と
、
そ
の
間
に
点
在
す
る
人
家
で
構

成
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
が
渾
然
と
な
っ
て
作
り
出
す
風
景
を
、
独
歩
は
愛
で
た
。 

　
自
然
が
豊
か
な
様
を
手
付
か
ず
の
自
然
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
武

蔵
野
は
そ
う
で
は
な
い
。
武
蔵
野
の
雑
木
林
は
原
始
林
で
は
な
く
、
野
原
は

原
野
で
は
な
い
。
武
蔵
野
で
は
常
に
何
処
か
に
人
の
営
み
が
あ
る
。
武
蔵
野

は
い
わ
ば
何
処
ま
で
も
続
く
里
山
の
自
然
な
の
だ
。
そ
れ
だ
け
に
誰
に
で
も

親
し
み
や
す
く
、
そ
し
て
一
度
そ
の
自
然
に
親
し
ん
だ
者
は
、
消
し
難
き
郷

愁
を
武
蔵
野
に
抱
く
こ
と
に
な
る
。 

　
独
歩
が
武
蔵
野
を
歩
い
て
か
ら
百
年
の
時
が
流
れ
、
武
蔵
野
は
変
わ
っ
た
。

だ
が
今
で
も
僅
か
に
昔
日
の
俤
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
る
。
時
に
は
独
歩
に

倣
っ
て
郊
外
の
野
道
を
拾
っ
て
み
る
の
も
一
興
だ
ろ
う
。
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
に
懐

か
し
く
感
じ
る
風
景
に
出
会
え
た
ら
、
最
高
で
あ
る
。 

書　名　『なつのいちにち』 
著者名　はたこうしろう　 

出版社　偕成社 

所蔵館　中央・駒込・池袋・目白 

児童向け 

ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  図書館でボランティアとして、また自主的に活動されている皆様をご紹介します。 

　約２千年前、タクラマカン砂漠東部に栄えた楼蘭王国。作者は探

検家ヘディンの『さまよえる湖』を読んで以来その地への憧れを抱

き続けました。そして１９８８年、テレビドキュメンタリーチーム員とし

て楼蘭探検隊に参加。砂の嵐をやり過ごし、大地の激しい起伏を乗

りこえ楼蘭を目指します。砂漠探検をリアルに感じることができる

一冊です。 

書　名　『砂の海　－楼蘭・ 
タクラマカン砂漠探検記－』 

著者名　椎名誠 

出版社　新潮社 

所蔵館　駒込・千早 

○公演日程 

　９月２８日（日）～１０月５日（日）　　会場：あうるすぽっと 

 

【チケット】 

料　　金 

○ 区民割引／４,２００円　（在学・在住・在勤の方） 
○ 一般／４,５００円　○としまみらい友の会／３,８００円 

※車椅子スペース：２,５００円（詳細はあうるすぽっとまで）　 

 

販売場所など 

　 区民割引・友の会 先行発売中　一般発売 ７月２６日（土）　 
○ 区民割引・友の会 

　 あうるすぽっと　０３-５３９１-０５１６ 

  （１０:００-１９:００/３階事務室にて販売） 

　 としまみらいチケットセンター　０３-３５９０-５３２１ 

○ 一般のみ：ぴあ ０５７０‐０２-９９９９（Ｐコード３８７-２６３） 

 

【お問い合わせ】あうるすぽっと　０３-５３９１-０７５１ 

 

あうるすぽっとプロデュース 

『瀕死の王』 
 

　２００８年「あうるすぽっと」が自信を持って
お贈りするのは、イヨネスコの傑作「瀕死の王」。 

　豊島区民（在学・在住・在勤の方）の皆様には、区民割引あり。 

　一般発売に先がけて区民先行発売中！ 

―story― 

　国王ベランジェ一世は、第一の王妃マルグレットと第二の妻マリー、

そして家臣たちに囲まれ暮らしている。そんな彼にも死の訪れが一歩

一歩近づいてくる…。 

　死の淵を今にも覗かんとする「王さま」と彼の周囲の人々の姿をユーモ

ラスに描きつつ、人間の悲劇性や存在の意味を鮮やかに劇化した本作を、

常に日本の現代演劇界へリードし続ける演出家・佐藤信と、柄本明や佐

藤オリエ、高田聖子ら気鋭のキャストにより上演！ 

 

○出演：柄本 明・佐藤オリエ・高田聖子 ほか 
○作：ウジェーヌ・イヨネスコ 

○演出：佐藤 信 

９/２８ 

日 

１４:００ 

１５:００ 

１９:００ 

２９ 

月 

３０ 

火 

１０/１ 

水 

２ 

木 

３ 

金 

４ 

土 

５ 

日 

○ 

○ 

○ ○ ○ 

○ 

○ ○ 

「マイクの向こうに利用者が」　　ひかり文庫朗読会 
　豊島区立点字図書館「ひかり文庫」は、昭和４７年、全国で初

めて公立図書館に併設された視覚障がい者のための施設です。ひ

かり文庫では、朗読した音声をテープやデイジー（※）で貸し出しを

したり、対面で本を読む朗読サービスなどを提供しています。今回は、

そうした音訳資料の制作や対面朗読サービスの担い手である「ひか

り文庫朗読会」の活動を紹介します。 

　ひかり文庫朗読会は、６６名の会員を有する全国でも屈指の実績

と実力を兼ね備えたボランティア団体です。会員を目指す人は、まず

試験を受け、合格すると１年間の講習を受けます。そして最後の厳

しい試験により選ばれた精鋭が会員の資格を得ることができるのですが、

無事会員となられた後も毎月２回の学習会などで日々 研鑽を積まれて

います。視覚障がい者に向けた音訳では、一定のルールに従って本

などを読みますが、単に文字を追うだけではありません。図や写真の

音訳表現、外国語の音読など、聞く人が資料全体を理解できるよう、

客観性・正確性と高度な知識が求められるのです。ですから音訳を

始める前の下準備は相当なものです。難読漢字や方言の読み方、

歴史的仮名遣いの取り扱いなど、一例を挙げると、「てふてふ」は

どう音訳するか。文字そのままに“てふてふ”か、或いは“ちょうち

ょう”か、その本や文章の主題・目的・文脈などから、ひとつひと

つ判断されるとうかがいました。完成資料が９０分の録音なら、優に

その数倍もの時間と労力を費やして制作された資料は、北は北海道

から南は沖縄まで、全国の利用者のもとに届けられます。 

　会員は今日も凛とした姿勢で、マイクの向こうの利用者を思いなが

ら音訳に励んでいます。音声という情報で目の見えない方の社会を

拓き、文化的な生活の支えとなっている「ひかり文庫朗読会」の活

動をもっと多くの人に知っていただきたいと思います。 

（※）デイジー（Digital Accessible Information System）とは、章立てのス
キップなど利用者主体の読書を可能にしたデジタル録音図書です。 

し
ょ
う
よ
う 

な
ら 

く
さ  

ぼ    

け 

な
ら 

お
も
か
げ 

巣鴨中学校・高等学校　校長 

堀内　不二夫 

柄本 明 佐藤 オリエ 高田 聖子 
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池
袋
駅
の
西
口
か
ら
徒
歩
１
分
の
場
所
に
、
今
で
は
都
内
に
４
件
だ

け
残
る
「
寄
席
」
の
一
つ
、
池
袋
演
芸
場
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
２６
年
の

創
業
以
来
、
畳
敷
き
の
寄
席
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

５
年
、
ビ
ル
の
改
築
に
伴
い
３
階
か
ら
地
下
に
移
動
。
客
席
も
小
テ
ー
ブ

ル
付
き
の
椅
子
席
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
９２
席
と

こ
じ
ん
ま
り
し
て
い
る
た
め
、

ど
こ
に
座
っ
て
も
マ
イ
ク
を
使

わ
な
い
肉
声
で
の
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
興
行
は
毎
月
、
上
席
（
１

日
〜
１０
日
）、
中
席
（
１１
日

〜
２０
日
）、
下
席
（
２１
日
〜
３０
日
）
と
、
１０
日
単
位
で
出
演
者
が
替
り

ま
す
。
上
席
、
中
席
は
昼
夜
入
替
な
し
で
昼
１２
時
３０
分
か
ら
夜
８
時

半
ま
で
。
下
席
は
昼
２
時
か
ら
５
時
過
ぎ
ま
で
と
、
夜
は
「
落
語
協
会

特
選
会
」
と
し
て
「
独
演
会
」
や
「
二
人
会
」
な
ど
の
企
画
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
年
８
月
に
は
、
落
語
と
講
談
に
よ
る
「
怪
談
ば
な
し
」、

１２
月
に
は
講
談
に
よ
る
「
忠
臣
蔵
特
集
」
な
ど
、
よ
そ
で
は
め
っ
た
に
聞

く
こ
と
の
で
き
な
い
企
画
物
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
の
も
池
袋
演
芸
場

の
大
き
な
特
長
で
す
。 

　
寄
席
と
い
う
と
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
く
、
敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
ぜ
ひ
一
度
お
出
か
け
い
た
だ
い
て
、
飲
み
物
片
手
に
お
弁
当

や
お
菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
、
休
日
の
昼
間
を
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

 

豊島区伝統工芸 
豊島区伝統工芸保存会会員の皆様をご紹介します。 

◆
も
の
の
価
値
を
高
め
る
仕
事 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

　
染
井
霊
園
か
ら
程
近
い
駒
込
七
丁
目
の
静
か
な
住
宅
地
に
清
水
洪

政
さ
ん
の
工
房
が
あ
る
。 

　
終
戦
後
の
復
興
期
、
荒
川
区
無
形
文
化
財
保
持
者
の
彫
金
師
、

柿
島
義
香
氏
に
師
事
し
、
伝
統
彫
金
、
洋
彫
を
学
び
、
昭
和
２６
年

か
ら
豊
島
区
で
作
品
を
作
り
続
け
て
い
る
。
平
成
１９
年
に
は
、
都
内

で
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
人
達
に
と
っ
て
大
変
な
名
誉
で
あ
る
「
東
京

都
優
秀
技
能
者
（
東
京
マ
イ
ス
タ
ー
）
知

事
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
。 

　
作
業
は
ま
ず
、
松
脂
と
地
の
粉
を
合

わ
せ
た
も
の
を
温
め
溶
か
し
、
適
当
な
木

の
板
に
載
せ
、
次
に
、
そ
の
上
に
金
属
を

貼
り
付
け
、
万
力
で
固
定
し
な
が
ら
、
様
々

な
種
類
の
鏨（
※
）
を
用
い
て
彫
刻
を
ほ

ど
こ
し
て
い
く
。 

　
清
水
さ
ん
に
「
彫
金
に
つ
い
て
一
言
で
言

う
と
…
。」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
も
の
の
価
値
を

高
め
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

そ
の
意
味
は
、
例
え
ば
、
無
地
の
指
輪
に
、
彫
金

で
装
飾
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
価
値
が
高
ま
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

　
創
作
の
傍
ら
、
直
系
の
彫
金
師
流
派
（
水
戸
派
）

の
歴
史
を
研
究
し
、
そ
の
系
図
の
作
成
に
も
携
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
月
に
２
回
、
伝
統
工
芸
教
室
の
講
師
と
し
て
彫
金
技

術
を
伝
え
て
い
る
。 

　「
生
徒
さ
ん
に
は
、
単
な
る
趣
味
で
終
わ
っ
て
欲
し
く
な
い
で
す
。
最

終
的
に
は
プ
ロ
と
し
て
作
品
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
継
承
し
て
く
れ
る

方
が
増
え
、
世
間
に
彫
金
の
素
晴
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
私
の
願

い
で
す
。」
と
、
優
し
く
穏
や
か
に
語
ら
れ
た
そ
の
言
葉
は
情
熱
に
溢
れ

て
い
た
。 

※
鏨
と
は
、
金
属
な
ど
を
削
る
と
き
に
使
う
鋼
鉄
製
の
鑿
。 

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　 

  

　
早
稲
田
か
ら
豊
島
区
内
に
移
り
住
ん
で
、
す
で
に
三
十
数
年
に
な
る

が
、
区
内
の
こ
と
は
余
り
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
。
定
年
退
職
後
に
、
図
書

館
に
通
う
機
会
が
増
え
て
、
こ
の
た
び
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
応
募
し
た
。
も

と
も
と
落
語
が
好
き
で
、
寄
席
に
行
く
ゆ
と
り
も
で
き
、
今
回
の
テ
ー
マ

は
自
分
の
日
頃
の
関
心
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
た
。 

　
水
谷
千
尋
先
生
の
穏
や
か
な
語
り
口
と
豊
富
な
資
料
か
ら
様
々
な
こ

と
を
学
ん
だ
。
大
塚
駅
界
隈
が
戦
前
か
ら
大
変
賑
わ
う
町
で
あ
っ
た
こ

と
、
区
内
に
多
く
の
文
化
人
が
い
た
中
で
、
大
塚
住
人
、
作
家
正
岡
容

が
三
遊
亭
圓
朝
研
究
を
始
め
と
し
て
落
語
文
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
等
。
桂
米
朝
氏
や
小
沢
昭
一
氏
が
一
九
四
十
年
代
に
正
岡
氏
等

企
画
の
落
語
会
に
入
門
、
弟
子
入
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
驚
い
た
。 

　「
怪
談
　
牡
丹
燈
籠
」
等
で
有
名
な
圓
朝
の
こ
と
も
、
詳

し
い
こ
と
は
私
は
知
ら
な
か
っ
た
。
講
義
の
中
で
、
圓
朝
の
人

と
な
り
や
家
族
図
、「
乳
房
榎
」
の
登
場
人
物
関
係
図
、
舞

台
の
絵
地
図
等
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
が
ら
お
話
を
聞
き
、
大

変
分
か
り
易
か
っ
た
。 

　
資
料
の
雑
誌
「
東
京
人
　
特
集
　
三
遊
亭
圓
朝
」（
二
〇
〇
七
年
九

月
号
）
で
は
「
江
戸
明
治
を
駆
け
抜
け
た
落
語
界
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」

と
表
紙
に
掲
げ
て
い
る
。
圓
朝
以
降
現
在
に
至
る
門
下
一
覧
表
に
は
、
数

え
切
れ
な
い
程
の
噺
家
の
名
が
連
ら
な
っ
て
い
る
。
圓
朝
な
く
ば
、
こ
の
文

化
は
現
代
ま
で
開
花
し
続
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
資
料
「
余
が
言
文
一
致
の
由
来
」（
二
葉
亭
四
迷
）
に
は
、「
坪

内
先
生
か
ら
、
あ
の
圓
朝
の
落
語
通
り
に
書
い
て
み
た
ら
ど
う
か
」
と
助

言
さ
れ
た
件
が
あ
る
。
圓
朝
は
、
日
本
の
近
代
文
学
に
も
貢
献
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。 

　
今
回
、「
乳
房
榎
」
の
舞
台
に
南
蔵
院
や
神
田
川
の
橋
が
出
て
い
て
驚

い
た
。
南
蔵
院
は
い
つ
も
花
一
杯
の
お
庭
で
、
神
田
川
沿
い
に
散
歩
で
立
ち

寄
る
所
だ
っ
た
。
ま
た
、
圓
朝
終
焉
の
地
が
上
野
車
坂
と
あ
っ
て
、
さ
ら

に
驚
い
た
。
私
的
な
こ
と
な
が
ら
、
車
坂
町
は
私
が
生
ま
れ
た
場
所
で
あ

る
。
単
な
る
偶
然
に
過
ぎ
な
い
が
、
因
縁
め
い
た
感
も
あ
り
、
い
っ
そ
う

関
心
が
深
ま
っ
た
。 

　
今
後
も
受
講
仲
間
と
落
語
文
化
を
勉
強
す
る
話
を
し
て
い
る
。
生
涯

学
習
時
代
と
言
わ
れ
る
昨
今
、「
笑
い
な
が
ら
学
べ
る
文
化
」
は
、
老
後

の
過
ご
し
方
と
し
て
自
分
に
は
最
適
と
思
っ
て
い
る
。 

東京彫金 
清水  洪政さん 

地
域
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
感
想 

　「
豊
島
区
周
辺
の
落
語
文
化
」 

３F平面図 ２F平面図 

　駒込図書館は、５月には満開のつつじに彩られる駒込駅北口から徒歩２分のと

ころにあります。 

　駒込駅に面した本郷通りは昔、将軍が日光へお成りの際に通った道で日光街道

(御成道)と呼ばれておりました。 

　また、駒込の一部はかつて「染井」と呼ばれ、江戸時代には植木・花卉の一大生

産地として栄え、江戸時代以降数多くの優れた園芸品種が誕生しましたが、中で

も「染井吉野」は駒込が発祥の地であり、世界を代表する桜の品種になりました。

桜の開花時には、当館の閲覧室から満開の桜を見ることができます。 

　近くには名勝「六義園」「旧古河庭園」があり、岡倉天心・二葉亭四迷・若槻礼次

郎・高村光太郎らが眠る染井霊園もあります。 

　当館の「駒込の歴史と文化コーナー」では、六義園、旧古河庭園の関連資料や

染井霊園に墓がある著名人の書籍を展示しています。また園芸関係の本や、文字

が大きく読みやすい大活字本も多数ご用意しております。 

豊島区立駒込図書館 
●住　　所：〒１７０－０００３豊島区駒込２－２－２ 
●電話番号：０３－３９４０－５７５１ 
●交通案内：ＪＲ山手線　駒込駅北口　徒歩２分 
　　　　　　東京メトロ南北線　駒込駅（４番出口）　徒歩１分 
●閲覧席数：５５席 

「 駒 込 図 書 館 」 編  

～池袋演芸場～ 

支配人　河村　謙さん 

● 

● 

交番 

● 銀行 

● 
地下鉄 
駒込駅 

染井吉野桜記念公園 

JR山手腺 

至 田端 

駒込図書館 

本
郷
通
り 

北口 

駒込駅 

ま
つ
や
に 

た
が
ね 

た
が
ね 

の
み 

ぢ 

こうせい 

福田　晴美さん 
今は、手紙書き、フルートアン
サンブル、朗読等の高齢者への
ボランティア活動に取り組んで
いる。 

事務室 

屋上テラス 
休
憩
室 

非
常
階
段 非

常
階
段 

機械室 

整理室 

児童コーナー 

閲覧コーナー 閲覧コーナー 

倉庫 2F 
玄関ホール 

2F出入口 

エレベータ エレベータ 

倉庫 

一般書コーナー 一般書コーナー 

カウンター 

雑誌 新聞 雑誌 新聞 



申し込み方法 

編

集

後

記 

図
書
館
か
ら
の 

お
知
ら
せ 
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● は休館日 
● は土日祝 

図書館カレンダー  

７
　
月 

８
　
月 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後１０時 
土日祝 午前１０時～午後６時 

開館時間 
平　日 午前９時～午後７時 
土日祝 午前９時～午後５時 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後７時 
土日祝 午前１０時～午後５時 

中央図書館 駒込・巣鴨・上池袋・池袋・千早図書館 雑司が谷図書貸出コーナー 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

地 域 研 究 ゼ ミ ナ ー ル 　 受 講 生 募 集  

豊島区に関係の深いテーマについて、図書館の資料を活用し学びながら、 
自分の研究テーマを探すゼミナールを開講します。 

第五弾は「豊島区の群像２」―染井霊園とその周辺―（全５回） 
講　師　豊島区図書館専門研究員　伊藤 榮洪（いとう えいこう）氏 

日　程　第１回   ９月１０日（水）「染井霊園とその周辺」の概観と人物相関 

第２回 １０月１５日（水）フィールド・ワーク 

第３回 １１月１９日（水）フィールド・ワーク 

第４回 １２月１０日（水）霊園の群像① 

第５回 ２１年 １月１４日（水）霊園の群像② 

時　間　午前１０時～１２時 

会　場　中央図書館会議室・染井霊園とその周辺 

費　用　１,０００円（フィールド・ワーク傷害保険料、資料代、見学料等） 

　　　　※ 会場への交通費、フィールド・ワークの交通費等は各自負担です。 

募　集　３０名　※ゼミナールの受講を希望される方は、右下の申し込み方法を

ご覧ください。 

●「千早読書会」会員募集 

現代文学作品を読み、感想を発表する会を開いています。見学歓迎。 

毎月第２土曜日午前１０時～正午 

場所：千早図書館視聴覚室（２F） 

会費：無料 

※当日直接会場へ、または連絡先：３９７１‐０７６８西周まで 

●自主グループ朗読の会「たのきゅう」会員募集 

朗読を通じて、日本語の美しさを感じ、内容を考え、そして、「読むこと」

の楽しさを知ることをモットーに月２回活動しています。１２月には初めての発

表会を予定。見学歓迎。 

 

毎月第１・第３木曜日午前１０時～正午 

場所：千早図書館視聴覚室（２F） 

ジャンル不問：絵本、童話、小説、詩、落語、狂言など。 

費用：資料代のみ 

※当日直接会場へお越しください。 

　
今
朝
、
有
楽
町
線
東
池
袋
駅
の
改
札
で
駅
員
さ
ん
か
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
紙
の
締
め
切
り
に
追
わ
れ
、
車
中
か
ら

戦
闘
態
勢
に
入
っ
て
い
た
私
は
ハ
ッ
と
し
て
振
り
返
り
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
挨
拶

を
返
し
ま
し
た
。
自
動
改
札
が
普
及
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
改
札
で
挨
拶
な

ど
交
わ
す
こ
と
も
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
だ
か
と
て
も
嬉
し
く
朝
か
ら
い
い

気
分
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
も
お
仕
事
ガ
ン
バ
ロ
ー
。(

眞)

◆児童・あかちゃんおはなし会、図書館平和普及事業 

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。 

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報  各図書館の連絡先 □中央図書館　３９８３-７８６１
□駒込図書館　３９４０-５７５１ 

□巣鴨図書館　　３９１０-３６０８ 
□上池袋図書館　３９４０-１７７９ 

□池袋図書館　３９８５-７９８１ 
□千早図書館　３９５５-８３６１ 

毎週、おはなし会を開催し本の読み聞かせなどイベントを行っています。遊びに来てくださいね。 

中央図書館 

児童コーナー 

駒込図書館 

(駒込地域文化創造館) 

 

巣鴨図書館 

地下会議室 

上池袋図書館 

おはなしのへや 

（７月３０日と８月の全開催

日は地下ホール） 

 
池袋図書館 

ワークルーム 

 
千早図書館 

視聴覚室 

日曜日 

２時 

土曜日 

３時 

 

水曜日 

３時 

 

 

水曜日 

３時 

 

土曜日 

２時 

 
水曜日 

３時３０分 

最終日曜日 

１１時 

 

― 

 

最終水曜日 

１１時 

 

最終水曜日 

１１時 

 

 

― 

 

水曜日 

１０時３０分 

主催／会場 
おはなし会開催日 スペシャルイベント 

７月 ８月 

★６日・おはなしこうさく会　　２時 

★２７日・としま♭みち草の会によるおはなし会　２時 

★２６日・こどもえいがかい　２時３０分 

　｢だるまちゃんとかみなりちゃん｣（１２分） 

　「ＴＡＭＡ＆ＦＲＩＥＮＤＳ　３丁目物語　夏」（２５分） 

★２日・ほんのじかん七夕スペシャル　３時 

★２３日・ほんのじかん工作　３時 
 

★２日・さくらんぼおはなしかい－たなばたスペシャル－　３時 

★３０日・さくらんぼえいがかい　３時 

　「いのししうりっ子のぼうけん」（２１分） 

　「ドナルドダックの朝ごはん」（７分） 
 

★２６日・たんぽぽえいがかい　２時 

　「とべないホタル」（１７分）「ひつじのようなライオン」（８分） 
 

★３０日・ほんとこおはなしかい夏休みスペシャル　３時３０分 

 

★３日・夏休みこうさく会スペシャル　　２時 

★３１日・池袋親子読書会によるおはなし会　　２時 

 

★２日、２３日・おはなしのはこ－こうさくスペシャル－　３時 
 
 

★６日・ほんのじかん工作　３時 

★１３日・ほんのじかんこわいはなしスペシャル　３時 

★２７日・すがもこどもえいがかい　３時「ぼくは王さま」（２５分） 

★６日・さくらんぼこうさくかい　３時 

★１３日・平和普及事業－平和について考えよう－　３時 

★２０日・さくらんぼおはなしかい－こわーいおはなしスペシャル－　３時 

★２７日・さくらんぼえいがかい　３時 

　「トイレの花子さん」（３０分）「キラキラ」（１０分） 

★２３日・たんぽぽえいがかい　２時 

　「ムーミン落ちてきた星の子」（２５分） 
 

★１３日・ほんとこおはなしかいスペシャル 

　「戦争を知ろう」　３時３０分 

幼児・小学生 あかちゃん 

７/２６（土）～８/２１(木) 
 
 

７/２６（土）～８/２１(木) 
 
 
 
７/２６（土）～８/２１(木) 
 
 
 
 
①８/１３(水)１５時～ 

②７/２６（土）～８/２１(木) 

 

 
７/２６（土）～８/２１(木) 
 
 
①８/１３(水)１５時３０分～ 

②７/２６（土）～８/２１(木)

児童書展示 
 
 

一般書・児童書合同展示 
 
 
 
一般書・児童書合同展示 
 
 
 
 ①映画上映『おこりじぞう』(２７分) 

　『ぼくの村にサーカスがきた』（１４分） 

②一般書・児童書展示 
 
 

一般書・児童書合同展示 
 
 
①おはなし会 

②児童書展示　 

実施日及び実施期間 内　　　　容 

分庁舎ろう電検査のため、平成２０年８月１６日（土）は全館（点字図書館含む）臨時休館します。 
目白図書館は改修工事のため、現在休館中です。９月下旬（予定）にリニューアルオープンします。 

※ 応募者多数の場合は抽選となりますので予めご了承ください。 
※ いずれも申込期限後１週間程度で当落の通知をします。 
１ 往復はがきに①～⑤を記入し下記送付先へお送りください。 
（はがき１枚につき１件の申込みとします。） 
① ゼミナール名「豊島区の群像２」　② 郵便番号　③ 住所 
④ 氏名（ふりがな）　⑤ 電話番号 
 
◆申込期限：８月１５日(金 )消印有効 
◆送付先：〒１７０-８４４２　豊島区東池袋４-５-２　ライズアリーナビル５階 
 中央図書館　企画調整グループ 
２ 電子申請でも受け付けます。 
豊島区ホームページアドレス　 http://www.city.toshima.tokyo.jp/

明 治 女 学 校 百 年  

【主な企画】　※企画により会場・開催日が異なります。 
　詳細はパンフレット、または各会場・下記担当にご確認ください。 
◆寺田政明展／東武百貨店（1５９５１-５７４２） 
　池袋モンパルナスの中心人物として活躍した寺田政明の油彩等２１点 
◆江戸川乱歩邸特別公開／立教大学（1３９８５-２６３６） 
　会期中の月・水・金・日　１０:３０から１６:００ 
◆佐田勝「油絵とガラス絵」展／区立熊谷守一美術館３階ギャラリー 
　美術館見学も可（有料） 
◆絵画修復診断教室／アトリエ村資料室（西部区民事務所３階） 
　７月２６日（土）アトリエ村資料室・８月２日（土）修復研究所２１工房の２日間で実施。募集１０名 
◆ギャラリー展示／アトリエ資料室ほか 
　地域内にあるギャラリー（１０箇所）や城西大学付属中学高等学校、創形美術学校で企画展を実施。 
◆若手作家まちかど展示／アトリエ資料室 
　周辺金融機関と商店のショーウインドウを活用して若手作家の絵を展示。 
◆まちかど こども美術展／文化観光課 
『私の好きな乗り物』をテーマに、区内２５校の子どもたちの夢にあふれた作品を展示。 
展示会場：東京メトロ副都心線池袋駅コンコース（西口改札横）／池袋消防署／東京芸術劇場
１階アトリウム／メトロポリタンプラザ８階 
◆郷土資料館収蔵資料展示「描かれた風景、写された時代、遺された記憶」／区立郷土資料館 
春日部たすく・杉浦茂らの風景画と区民が描いた空襲画１１点の展示 
期間：平成２０年７月９日（水）から１０月５日（日） 

第３回「新池袋モンパルナス西口まちかど回遊美術館」開催 
「街全体が美術館」！！　７月２４日（木）～８月６日（水） 
池袋モンパルナスの精神を現代に引継ぐ 
「新池袋モンパルナス西口まちかど回遊美術館」が 
開催されます。 

伊藤 榮洪 

　明治女学校を出た卒業生の声が、同校の『校友会雑

誌』に載っている。彼女らは口をそろえたように、「明治

女学校はふつうの学校ではなかった」というようなことを言

っている。この「ふつうの学校ではない」という言葉には、

この学校に学んだ矜持と、満たされた想いが溢れているが、

いったいどこが「ふつうの学校ではない」といえるのだろう

か。 

　高等科三年を、二年の夏休みに郷里の八戸に帰って、

そこで退学することになった松岡もと（「自由学園」をひら

いた羽仁もと子）は、「学校に帰った方がよかったか、帰

らないでよかったのか」と終生ゆれ動くものがあったと告白

している（『半生を語る』）。 

　明治女学校は、「私の生涯に画時代的な進歩を促して

くれた学校」だという。その学校が閉校ということになって、

その原因を彼女は「あの爛漫たる才華のなかに、理もあり、

情もありながら、生ける信仰を欠いていた」といい、「キリ

スト教思想を解していても本気に神に仕えようとしなかった」

せいだと考える。ここに、敬虔なキリスト者として生きた彼

女が「帰らないでよかったか」と思う理由がある。 

　しかし、逆にそこのところに、「ふつうの学校ではない」

秘密があった。 

　明治女学校発足と同時に「女子教育の理念」を訴え

る『女学雑誌』が発刊（明治１８年７月２０日）され、そこ

に「発行の主旨」が述べられているが、それは「専ら婦

女改良の事に勉め希ふ所は、欧米の女権と吾国従来の

女徳とを合せて完全の模範を作り為さんとするに在り」と

あるだけで、「キリスト教の精神により」などという文言は

一字もない。創立者の木村熊二、第二代校長の巌本

善治らが受洗者であり、その教育理念にキリスト教があ

ったことは疑いないが、特に巌本善治は、その枠を超え

た存在で、その懐の深さが情熱のほとばしりとなり、生

徒らを魅了せしめたのである。いい例が『女学雑誌』が

仏教系の『大倭心』誌を合併するという、とてもキリスト

教一辺倒では考えられない挙に出たことに表れている。 

　それは、タブーのない明治女学校の教育をかたちづくっ

た。生徒らは、自由にのびのびと自らの研究主題に向き

あえたのである。宗教的であるより、文学的だった。そこ

に星良（相馬黒光）も、小手川ヤエ（野上弥生子）も

魅きつけられた。自分の精神を「自由に」遊ばしうる大原

野があったのである。 

―「ふつうの学校」ではなかった 

羽仁もと子・吉一夫妻 
写真提供：自由学園明日館 

新池袋モンパルナス西口まちかど回遊美術館実行委員会（1０３-３９８０-１６６１） 
担当：文化デザイン課（1０３-３９８１-１５３４） 区立郷土資料館（1０３-３９８０-２３５１） 
　　　文化観光課（1０３-３９８１-１２７０） 区立熊谷守一美術館（1０３-３９５７-３７７９） 
　　　生活産業課（1０３-５９９２-７０８９） アトリエ村資料室（1０３-３９５４－０７１９） 

“平和について考えよう”　～図書館　平和普及事業のご案内～ 
 『平和』をテーマとした図書の展示、映画会などを開催します。 

※８月１６日（土）は図書館がお休みです。詳細は下記の図書館カレンダーを参照ください。 

伊藤 榮洪氏 
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